
日本では2001年夏頃からＥＴＦが増え始めま

したが、幅広い運用対象のＥＴＦが続々と上場

（じょうじょう）しています。そもそもＥＴＦとは英

語のExchange Traded Fundsの略語で、日本

語では「上場投資信託」と呼ばれています。

“証券取引所で売買するファンド”であるＥＴＦ。

その特長として、次の2点を押えていただきた

いと思います。

□当資料は、日興アセットマネジメントが投資信託の仕組みについてお伝えすることなどを目的として作成した資料であり、特定ファンドの勧誘資料ではありません。また、
当資料に掲載する内容は、弊社ファンドの運用に何等影響を与えるものではありません。なお、掲載されている見解は当資料作成時点のものであり、将来の市場環境の
変動等を保証するものではありません。□投資信託は、値動きのある資産（外貨建資産には為替変動リスクもあります。）を投資対象としているため、基準価額は変動しま
す。したがって、元金を割り込むことがあります。投資信託の申込み・保有・換金時には、費用をご負担いただく場合があります。詳しくは、投資信託説明書（交付目論見
書）をご覧ください。
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ＥＴＦでの運用方法は「指数に連動させること」と決められています。

例えば、日経平均株価に連動するＥＴＦや東証株価指数（TOPIX）に

連動するＥＴＦなど、ＥＴＦはいずれかの指数と同様な動きができるよ

うに運用されています。“同様な動き”とは、特定の指数よりも運用成

果が下回わらないことはもちろん、上回ることもなく、「ピッタリ運用」を

することが求められます。つまり、指数を買うのと同様の効果が期待

できる、それがＥＴＦの特長です。

指数に組み入れられた銘柄の中には、状況が悪化している銘柄もあ

るかもしれません。それでも「ピッタリ運用」を行なっていく中で、組み

入れを続けていくことがあります。「なぜ組み入れ続けるの？」と疑問

が沸くかもしれませんが、ひとつの銘柄ではなく、指数がターゲットと

する市場全体の動きをとらえるために、原則、指数と「ピッタリ運用」、

それが“インデックス運用”なのです。
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ＥＴＦは証券取引所で売買します

ＥＴＦは、株式を取引するのと同じ方法で取引することができます。もともと

ＥＴＦはインデックス運用をするファンドではありますが、そのファンドを一般

的に取引する場所が、証券取引所であるということです。通常ファンドは、

そのファンドを取り扱っている販売会社で買うことができますが、弊社のＥＴ

Ｆであれば、東京証券取引所に注文が出せる証券会社などであれば、どこ

でも取引ができるという手軽さがあります。（最近は銀行などでも、証券仲

介業の中で、株式取引の申し込みを受付けている金融機関があります。）

また株式と同じように取引するということは、ＥＴＦも取引したい価格を提示

したり、証券取引所の取引時間中にはいつでも売買することができます。

証券取引所で売買されるからといって、ＥＴＦはそもそもファンドであることに

変わりはありません。そのためＥＴＦでも保有資産の時価評価により基準価

額が計算されています。そのＥＴＦの価値をあらわす基準価額がもとになっ

て、証券取引所では売買がされているのです。証券取引所での価格は、Ｅ

ＴＦを売りたい人・買いたい人の間で売買が成立した取引価格です。買い

たい人（需要）と売りたい人（供給）が提示しあう価格によって取引価格は

変動しています。つまり、需要（買う人）が多いと価格が上がり、供給（売る

人）が多いと価格が下がる傾向があるというわけです。通常ファンドはファン

ドの売り買いによって価格変動するものではありませんので、ここにＥＴＦとの

違いがあります。だからといって、一方的に価格が上がったり下がったりす

るわけではありません。あくまでＥＴＦの価値をあらわす基準価額がもとに

なって、証券取引所で売買がされているのです。

また、コストの相対的な低さもＥＴＦの魅力のひとつです。ＥＴＦはインデック

ス運用を行なっていることや、証券取引所での売買となることから、ファンド

の事務手続きの費用などが抑えられ、信託報酬が相対的に低めになって

います。ただし、ＥＴＦを売買するときには、株式を取引するのと同じように

手数料（売買委託手数料）がかかります。売買委託手数料は証券会社な

どによって、また取引方法などによっても異なるようですので、事前に確認

してくださいね。
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最近では、個性的なＥＴＦがたくさんあります。お馴染みの指数以外にも、日

本株式の中から特定の銘柄群だけを対象としているものや、海外株式の中

でも中国や新興国を対象とするもの、それからＥＴＦであっても毎月分配を

行なうことをめざしているものなど、商品性は広がってきています。皆さまの

資産運用の選択肢のひとつに加えてみてはいかがでしょうか。

ＥＴＦのファンド情報や運用状況などをご案内する方法も異なります。

通常ファンドの購入時には、事前に目論見書（もくろみしょ）の受取りと商品

内容の確認が必要ですが、ＥＴＦは目論見書以外からでも商品内容をご理

解いただければ取引できます。また、運用報告書やマンスリーレポートの作

成はないため、運用状況は決算短信（けっさんたんしん）や、弊社のような

運用会社のホームページでご確認ください。

ご不明な点、気になる点などがありましたら、

ぜひ日興ＡＭコールセンターまでお問合せください。

ETF（市場取引の場合） その他のファンド

どこで買えるの？
株式取引が可能な
証券会社などの金融機関

ファンドごとに定められた販売会社

価格と方法は？
取引時間中であればいつでも、
その時の取引価格で買付可能

1日1回算出される、
基準価額で購入

購入時のコストは？ 売買委託手数料
販売会社ごとに定められた
販売手数料

換金時のコストは？ 売買委託手数料
ファンドごとに定められた
解約手数料や信託財産留保額


